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改訂一覧

表紙



⚫ 「競合探索」分析にターゲットとなる出願人を抽出する機能を追加
出願人名の一部を入力すると、入力内容を含む出願人名の一覧が表示されます。
一覧から任意の出願人を選択して、競合探索を実行いただけます。

⚫ 特許評価画面の「スコアリセット」で全種類のスコアを一括でリセットする機能を追加

⚫ 「環境設定」を一括で初期値に戻す機能を追加
環境設定の初期化を一括で実行できるボタンを追加しました。
画面ごとの設定初期化ボタンも引き続きご利用いただけます。

Ｖer. 8.26.1 のアップデートにおける変更点一覧

－ 機能追加・改訂 －

－ その他 －

⚫ パテントマップガイダンスを更新

⚫ ワード辞書の強化
システム辞書（日本語ワード辞書、課題ワードグループ辞書、類語グループ辞書）を
更新しました。 

⚫ おすすめメニューに「出願人関連分析」を追加

⚫ 【文書ブラウザ】
表示項目に「出願人_」を選択し際に、「出願人（公報）_」と誤った項目名が表示される
不具合を修正しました。「発明者_」「代理人_」も同じ不具合を修正しました。

⚫ 【グラフ】
ラベル位置を変更した際にグラフが重ならないようレイアウトを調整しました。

グラフのタブを分離すると「レポート作成」のボタンが表示されなくなる問題を修正しました。

グラフのタイトルに半角文字を入力して「レポート作成」を実行すると、作成されたレポート
のタイトルのフォントが全角文字と半角文字で異なってしまう点を修正しました。

グラフ「軸名称の編集」時に元データ行（１行目）が編集できるようになっていたため、
名称の作成・変更は２行目のみ実行できるよう修正しました。

グラフ内文書一覧で自動記憶OFFの場合に「表示項目選択」と「文書一覧」で項目の
並び順が一致していない問題を修正しました。

⚫ 【データの取込】 ※海外特許対応版
特許検索サービスJP-NET/New CCS海外特許DBからダウンロードした国種別JP（日本）
の一部データの公報番号が正しく読み込めない問題を修正しました。

－ 修正 －



No.１  「競合探索」分析に出願人を抽出する機能を追加

－ ターゲットとなる出願人候補を素早く抽出 －

☑ 競合探索分析に「ターゲットとなる出願人」の絞り込み機能を追加。

☑ 名称欄に入力した名称を含む出願人（自社、競合先）のみがリストに表示されます。
任意の出願人名を選択、コード（分類）と区切り指定を選択すると、選択した出願人の
出願する分野毎の競合企業が表示されます。

分析のターゲット（出願人）を抽出する事で
効率よく集計作業を実行できます

①分析したい出願人名を入力して、 をクリック

②入力した名称を含む出願人名の
一覧が表示されますので、分析
したい出願人名をクリックします

☑ ターゲット（出願人）を絞り込む事で、検索を効率的に行えるように、下のリストには
絞り込んだ出願人名のみが表示されます。

☑ 「競合探索」は、指定した出願人と出願傾向の類似した競合先を抽出する機能です。
分野（分類）ごとに競合している企業を一覧で表示します。



No.２ 特許評価画面の「スコアリセット」機能を強化

－  全種類のスコアを一括でリセットする機能を追加 －

☑ 「スコアリセット」ボタンで、右クリックでショートメニューを表示すれば、全ての項目を一括で
リセットできるようになりました。

☑ リセットしたいスコア項目に個別にチェックする事で任意のスコア項目のみをリセットする事
もできます。

☑ 他社注目度をクリックすると他社注目度の画面が表示されます。スコアリセットをクリックする
と、他社注目度にチェックが入った状態で表示されます。

スコアリセットをクリック

OKをクリックすると全項目のスコア
が0点になります

右クリックメニュー → 全てチェックする



No.３  「環境設定」の初期化を一括で実行

－ 「環境設定」を一括で初期値に－

☑ 環境設定の初期化を一括で実行できるボタンを追加しました。
画面ごとの設定初期化ボタンも引き続きご利用いただけます。

☑ 誤って初期化しないよう「全初期化」を実行する前に、確認メッセージが表示されます。

環境設定内の全タブの設定を一括で初回インストール時の状態に戻します

②環境設定をクリック

①システムをクリック

③「全初期化」をクリック

④「OK」をクリック
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